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選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 

ユウシュンラン 
県内の生育地は局限され，生育環境に極めて敏感な小形植物。生育地

周辺のわずかな変異でも消滅する要因を抱えている。個体数も極めて

少なく，絶滅の危険性が高い。 

 

九重火山群，豊後水道後背地域，祖母・傾山地 

 

 

北海道，本州，九州(長崎・大分・宮崎・鹿児島) 

 

 

低山地の林内。 

 

 

生育地は陰地の狭い範囲に生育し，個体数も極めて少ない。環境変化

に弱く，生育状態が持続しているか把握されない所が多い。 

　 
　 
ラン科 
Orchidaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

IB 
II

Cephalanthera erecta (Thunb.) Bl.  
 var. subaphylla (Miyabe et Kudo) Ohwi

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

キンラン 
県内の林縁や明るい林内に生育し，生育地は散在している。森林伐採
や植生遷移の進行による生育環境の変化，人による採取で，生育地の
減少が懸念される。 
 
耶馬渓・国東丘陵地，中津・宇佐低地，英彦山・犬ヶ岳山地，玖珠丘陵地・
山地，九重火山群，由布・鶴見火山群，別府湾沿岸域，大分川・大野川
丘陵地，豊後水道後背地域，大野川上流域，北川上流域 
 
本州，四国，九州(福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島) 
朝鮮半島，中国 
 
低地や丘陵地の林縁や林内。 
 
 
里山の放置によって生育環境が変わって消滅したり，人による採取で
個体数の減少が目立ってきている。 
 
国立・国定公園指定植物［阿蘇くじゅう，瀬戸内海，耶馬日田英彦山，
日豊海岸］ 

　 
　 
ラン科 
Orchidaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

II 
II

Cephalanthera falcata 
(Thunb.) Bl.

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

ササバギンラン 
県内生育地は点在し，ごく希に発見される。植生遷移による生育環境
の変化で，生育地の減少や消滅が懸念される。 
 
九重火山群，由布・鶴見火山群，祖母・傾山地 
 
 
北海道，本州，四国，九州(大分) 
朝鮮半島，中国(東北部)，樺太，千島 
 
低山地や山地の林内。 
 
 
生育地，個体数が極めて僅少。持続して生育しているかどうか把握さ
れていない生育地がある。 
 
本県は，分布の南限域にあたる。国立公園指定植物［阿蘇くじゅう］。 

　 
　 
ラン科 
Orchidaceae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

II 
掲載なし 

Cephalanthera longibracteata Bl.




